
令和 6年度 第 1回大垣市スポーツ推進審議会 

 

と き 令和 6 年 8月 26日（月）17：00～18：30 

ところ 大垣市役所 8階 大会議室 

 

１ 開会のことば 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 議事 

 ⑴ 令和 5年度スポーツ推進事業実績について   資料 1  

 

 ⑵ 令和 6年度スポーツ推進事業について   資料 2  

 

 ⑶ 大垣市第 2次教育振興基本計画（スポーツ分野）の進捗状況について   資料 3  

 

 ⑷ 大垣市第 2次教育振興基本計画（スポーツ分野）の改定について   資料 4  

 

５ その他 

 ⑴ 部活動地域移行の進捗状況について   資料 5  

 

６ 閉会の言葉 

 

 

 

 

 

 

 

※ 次回の開催日程について 

 第 2回 令和 6年 10月 31日（木）17：00～18：30 

 



 

 

令和 5年度・6年度 大垣市スポーツ推進審議会委員等名簿 

 

１ 審議会委員 

所     属 所属役職 氏  名 

（公財）大垣市体育連盟 会 長 堤  俊彦 

（学）大垣総合学園岐阜協立大学 教 授 髙橋 正紀 

大垣市スポーツ推進委員協議会 会 長 山田 幸隆 

（一社）大垣市医師会 理 事 平松  哲 

大垣市小学校体育振興会 会 長 篠田  亨 

（公財）大垣市体育連盟 少年スポーツ委員会 委員長 川瀬 尚志 

（公財）大垣市体育連盟 生涯スポーツ振興委員会 委員長 川合 麻美 

大垣市スポーツ少年団 本部長 山口 敏文 

大垣市職域体育振興会 部会長 都竹 直孝 

大垣市連合体育振興会 会 長 臼井 好美 

市民公募委員  松山 昌代 

市民公募委員  安田 英理乃 

  ※任期：令和 5年 6月 1日から令和 7年 5月 31日 

 

２ オブザーバー 

所     属 所属役職 氏  名 

（公財）大垣市体育連盟 専務理事 関 琢磨 

 

３ 事務局 

所     属 所属役職 氏  名 

大垣市教育委員会 教育長 細江 敦 

大垣市教育委員会 事務局長 平松 善幸 

大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 課 長 林 昭義 

大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 参 事 水野 哲也 

大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 参 事 細野 雄樹 

大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 主 幹 洞口 直樹 

大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 主 査 廣島 明美 
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令和 5 年度 スポーツ推進事業実績について 

令和 5 年度事業実績 区分 

 

１ 少年スポーツ賞授与事業 1,968千円 

  市内の小中学校及び高等学校におけるスポーツ振興を図るため、優秀な成績を収めた

児童及び生徒に対し、「少年スポーツ賞」を授与し、その栄誉を称えた。 

⑴ 選考委員会 R6.1.11（木） 市役所6階 教育委員会室 

⑵ 授与式   R6.2.21（水） 大垣市情報工房5階 スインクホール 

区 分 栄 誉 賞 優 秀 賞 奨 励 賞 計 

件 数 10 47 17 74 件  

奨励金 287 342 47 676 千円 

  

 

 

市単独 

 

２ 少年スポーツ活動推進事業 3,127千円 

少年期のスポーツ振興を図るため、市内のスポーツ少年団の活動に対して補助した。 

また、スポーツ少年団活動事業補助金においては、指導者に対し、スポーツ少年団認

定育成員の資格に加え（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を有する専門

的な指導者の育成への支援もしており、競技力向上についての役割も果たしている。 

⑴ 大垣市スポーツ少年団活動事業補助金 

・指導者等各種研修  参加者 延384人 

・リーダー研修会   参加者 延67人 

・スポーツ少年団登録指導者数  523人 

うち日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 資格取得者・更新者 54人 

⑵ 西濃スポーツ少年団交流大会事業補助金 

R5.12.3（日） 浅中公園総合グラウンド陸上競技場 延161人 

 

 

 

 

 

 

市補助金 

（体連） 

 

 

 

市補助金 

（少年団） 

３ コミュニティスポーツ振興事業 9,433千円 

⑴ 地域スポーツ振興事業補助金 

①地区別コミュニティスポーツ  延63回（7ブロック）延2,965人 

②校区別ヘルシーウォーク    延177回（21校区） 延5,571人 

③軽スポーツ体験イベント タスポニー交流大会 R6.2.17（土）  

上石津総合体育館 70人 

⑵ 第5回ＯＧＡＫＩスポーツフェスティバル 

R5.6.11（日）  総合体育館  約980人 

⑶ 第45回大垣市民総合体育大会 

R5.10.1（日）ほか  総合体育館ほか 陸上競技ほか30競技 約15,000人 

 

 

 

 

市補助金 

(スポ推 

事務局:社スポ) 

 

 

市委託料 

（体連） 

市委託料 

（体連） 

 

 資料 No.1  



2 
 

令和 5 年度事業実績 区分 

 

⑷ 大垣型地域スポーツクラブの活動支援（R4～R5の2年次） 

宇留生スポーツクラブの運営委員会及びクラブ活動の支援を行った。 

・運営委員会 

 宇留生校区の体育振興会、自治会、PTA、子ども会、スポ推等で構成 

 宇留生地区センター会議室 全4回 延40人 

・スポーツ教室 

 ノルディックウォーク、タスポニー、モルック等 

 宇留生小学校等 全19回 延470人 

 ⑸ コミュニティスポーツ研究大会 

   R6.3.3（日） 大垣市情報工房 5階スインクホール 60人 

   ・大垣型地域スポーツクラブ推進事業校区の活動報告（宇留生スポーツクラブ） 

・スポーツ講演 講師：簗瀬 歩（朝日大学保健医療学部健康スポーツ科） 

 

 

市単独 

 

 

 

 

 

 

 

市補助金 

４ スポーツ大会等出場激励事業 2,397千円  

  国際大会や全国大会に出場する者に対して、激励金を交付し、競技スポーツの振興・

充実を図った。また、出場する者に対し市長表敬対応を行い、激励を行っている。 

 ＜激励金交付状況＞ 

区 分 
個   人 団   体 

人  数 激 励 金 団 体 数 激 励 金 

国際大会 33 人 910 千円 － 団体 － 千円 

全国大会 271  1,017  32  470  

計 304  1,927  32  470  

 ※激励金額 

 大会区分 個人・団体区分 激励金額(1人あたり) 

オリンピック 個人 50千円    

スポーツアコード加盟団体が 
主催又は公認する国際大会 

個人 30 

上記以外の国際大会 個人 10 

国民体育大会 個人 5 

その他全国大会 

個人 3 

団体(10人以下) 10 

団体(20人以下) 20 

団体(21人以上) 30 
 

 

市単独 
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令和 5 年度事業実績 区分 

 

５ スポーツ推進委員事業 5,032千円 

スポーツ推進委員による総会（全大会）及び各地区、校区の活動事業についての研究

協議をする研修会の開催支援をした。また、岐阜県、西濃地区の研修会等への参加支援

を行い、スポーツ推進委員の資質向上を図った。 

大垣市スポーツ推進委員 63人（3人×旧市17校区＋上石津地区7人＋墨俣地区5人） 

会議・研修参加  34回開催 延べ669人 

 

 

 

市補助金 

(スポ推 

事務局:社スポ) 

６ スポーツ団体育成事業 27,173千円 

体育振興を図るため、体育行事の後援を行うほか、スポーツ団体の育成・選手の強化

を促進した。 

項 目 補助金額 総事業費 

岐阜県民スポーツ大会選手強化事業補助金 5,822 千円 5,822 千円 

大垣ミナモソフトボールクラブ運営補助金 15,000   121,222   

連合体育振興会活動事業補助金 1,778   1,778   

体育連盟加盟団体活動事業補助金 1,709   1,709   

体育連盟ジュニア強化事業補助金 472   944   

岐阜県民スポーツ大会派遣事業補助金 2,392   2,392   

＜参考事業＞ 

大垣ミナモソフトボールクラブによる小中学校体育授業等での指導（別紙P8） 

 

 

市負担金 

(大垣ミナモ・ 

 体連・連体振) 

 

 

 

 

 

 

指定事業 

(市･大垣ミナモ) 

７ 国際スポーツ交流推進事業 3,120千円 

⑴ 第11回韓国青少年スポーツ相互交流受入事業委託料 

  ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止（人件費相当分2,200千円の支出のみ） 

⑵ 第20回ドイツ青少年・指導者（派遣）事業補助金 

   R6.3.27～R6.4.6 13人 

 

 

市委託料･補

助金（体連） 

８ スポーツイベント推進事業 3,625千円 

  生涯スポーツの振興と発展に寄与するため、各種競技大会を実施・支援した。 

 ⑴ スポーツイベント事業負担金 2件 

項 目 負担金額 

大垣ミナモソフトボールクラブを育てる会 30千円    

MAG-CUP少年サッカー交流大会 50      
 

 

市負担金･補

助金等(各競

技団体等) 
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令和 5 年度事業実績 区分 

 

⑵ スポーツイベント事業補助金 12件 

項 目 補助金額 

岐阜県中学校選抜軟式野球大会 35千円    

東海選抜軟式野球大会 140      

清流の国ぎふグリーントライアル大会 45      

市長杯争奪グラウンドゴルフ大会 40      

市民登山大会 40      

JABAベーブルース杯社会人野球大会 300      

水の都杯9人制女子バレーボール選抜優勝大会 45      

市長杯争奪ゲートボール選手権大会 20      

奥の細道シニアソフトテニス大会 40      

全国高校サッカー選抜大垣大会 70      

西濃綱引選手権大会 200      

JD.LEAGUE公式戦 2,000      

  

 

９ 【臨】高校野球大会市民応援事業 2,155千円 

  大垣日本大学高等学校野球部が第 105回全国高等学校野球選手権記念大会に 5年ぶり

6 回目の出場を果たしたため、市民応援事業に対する補助等を実施した。 

・大会期日  R5.8.6～R5.8.23 

・市民応援事業補助金  応援バス運行 8台（2試合） 266人 

 ・出場激励金、テレビ・ラジオ・新聞応援協賛料ほか 

 

 

市補助金等 

(実行委員会 

事務局:社スポ) 

10 【臨】都市対抗野球大会市民応援事業 2,881千円 

  西濃運輸野球部が第 94 回都市対抗野球大会に 3 年連続 40 回目の出場を果たしたた

め、市民応援事業に対する補助等を実施した。 

 ・大会期日  R5.7.14～R5.7.25 

  ・市民応援事業補助金  応援バス運行 10台（1試合） 334人 

  ・出場激励金、テレビ・ラジオ・新聞応援協賛料ほか 

 

 

市補助金等 

(実行委員会 

事務局:社スポ) 
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令和 5 年度事業実績 区分 

 

11 体育施設管理事業 335,915 千円 

指定管理者制度に基づき指定管理者に委託して、市内の体育施設等の管理・運営を

行った。 

⑴ 指定管理体育施設の利用状況 

① 大垣市体育連盟委託分（指定管理料 328,849千円） 

施設名 利用者数 施設名 利用者数 

北公園 99,300人 総合体育館 153,183人 

西公園 38,981  アーチェリー場 2,418  

大垣市民プール 72,062  赤坂スポーツ公園 39,382  

杭瀬川野球場 7,561  武道館 135,012  

南公園 22,506  大垣城ホール 77,411  

三城ソフトボール場 12,039  上石津庭球場 949  

三城プール･庭球場 22,846  上石津総合体育館 25,506  

杭瀬川スポーツ公園 29,365  上石津ふれあいグラウンド 7,718  

浅中公園総合グラウンド 47,180  合計 793,419  

② 青墓町（1区）自治会委託分（指定管理料 3,112千円） 

 野外活動センター 延3,913人 

⑵ 市直営体育施設の利用状況 

時山健康増進施設 0人 

墨俣庭球場 延1,547人 

 

 

 

 

 

市委託料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市単独 

12 体育施設営繕事業 64,507 千円 

  修繕・工事請負費 42,497 千円  委託料 2,728 千円  備品購入費 19,282 千円 

  各体育施設の設置・備品の維持補修等を行い、体育施設環境の整備に努めた。 

 ⑴ 主な施設整備・修繕実績 

施設名 整備概要（工事名） 金額 

北公園 
野球場防球ネット張替工事 20,130   

野球場倉庫新設工事 930   

勤労者身体障害者プール 塗装改修工事 8,807   

浅中公園総合グラウンド 
浄化槽漏水修繕補強工事 1,683   

受変電設備改修工事 1,249   
 

 

市単独 
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令和 5 年度事業実績 区分 

 

施設名 整備概要（工事名） 金額 

大垣市民プール 

西側循環ポンプモーター取替工事 1,295   

ウォータースライダー鉄骨階段応

急修繕工事 

1,242   

スライダー用循環ポンプ整備工事 1,133   

循環ポンプ修繕工事 978   

ウォータースライダー鉄骨階段塗

装工事 
886   

武道館 

屋外給水配管布設工事 615   

貯湯槽整備工事 614   

蒸気用圧力容器整備工事 605   

 

 ⑵ 主な備品整備実績 

施設名 整備概要 金額 

浅中公園総合グラウンド 
第 3種公認更新備品（写真判定装置） 9,255 千円 

ワンタッチテント ほか 451 

武道館 トレッドミル ほか 2,724   

総合体育館 レッグプレス＆カーフ ほか 1,708   

北公園 倉庫 ほか 1,407   

勤労身体障害者プール プールロボット ほか 1,360   

大垣市民プール 日除けテント ほか 1,176   

  

 

13 体育施設長寿命化事業 59,805千円 

  施設整備実績 

工事名 整備概要 金額 

喫茶室内装改修工事 喫茶室の内装の改修 26,112千円 

吸収冷凍機整備工事 吸収冷凍機の整備 13,112   

中央監視装置リモート盤

取替工事 

中央監視装置リモート盤の取

替 
12,650   

2階電気室空調機取替工事 電気室系統空調機の取替 4,786   

ガス気化器取替工事 ガス気化器の取替 1,870   

屋内相撲場土俵修繕工事 屋内相撲場土俵の修繕 1,275   
 

 

市単独 
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令和 5 年度事業実績 区分 

 

14 学校体育施設開放事業 14,917千円 

 ⑴ 学校体育施設開放の運営管理委託 

   身近なスポーツの場所を提供するため、市内小中学校等の体育館及びグラウンド

等を開放した。市内全校区の体育振興会に委託し、利用率の向上等を図った。 

学校区分 グラウンド 体育館 武道場･卓球場 合 計 

小学校22校 110,705人 285,575人 -  人  396,280人 

中学校10校 19,089  55,868  21,092   96,049  

高校4校 ※ 5,977  -   -    5,977  

合 計 135,771  341,443  21,092   498,306  

  ※高校4校（大垣北・大垣東・大垣西・大垣桜）グラウンド 

 ⑵ 大垣市立学校施設の開放に関する運営協議会 

   32協議会（小中学校32校 各校10名以内） 委員 延285名 

 ⑶ 学校体育施設開放に係る消耗品、備品購入実績 

体育館用モップ・ワックス、体育館ランプ電球、トイレ用品 

バレーボールアンテナ、コートブラシ、タスポニーセットほか  随時対応 

 

 

市委託料 

(各校区体育振興会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

市単独 

 

市単独 

15 学校体育施設営繕事業 890千円 

  学校体育施設を一般開放するにあたり、利用者の安全や利便を図るため、各学校開

放体育施設の施設・備品の維持補修等を行い、施設環境の整備に努めた。 

＜学校開放備品修繕実績＞ 

   体育館天井照明ランプ取替、バスケットボールゴールリングネット修繕 ほか 

 

 

市単独 
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別紙 

令和５年度 大垣ミナモソフトボールクラブによる 

ベースボール型授業への指導支援について 
 

 平成 28 年 5 月 9 日、大垣市と大垣ミナモソフトボールクラブは、大垣市内の小中学校

における体育授業等での指導支援について協定を締結した。 

令和 5 年度について、実施希望のあった 16小中学校において実施した。 

 

１ 体育（保健体育）授業の実施概要 

⑴ 目的 

ソフトボール捕り方や投げ方、打ち方等の指導を通して、児童生徒の球技に対する

興味・関心を高めるとともに、運動技能の向上を図る。 

⑵ 対象校 

   小学校  15校   中学校 １校 

⑶ 対象児童生徒 

   小中学校ともに１学年のみが対象 

   小学校は第 6学年または授業実施最高学年、中学校は全学年が対象 

⑷ 実施日 

   令和 5年 6月 27 日（火）～ 令和 6年 1月 24 日（水） 

 ⑸ 児童生徒数 

   小学校 1,063人   中学校 121人 

⑹ 授業会場 

   実施小中学校の体育館 

⑺ 指導支援の内容 

   「捕る」「投げる」「打つ」「走る」などの基本的な技能を習得させるとともに、体を

動かすことの楽しさや喜びを体験させる。 

 

 

 

【ボールを真上に投げキャッチする様子】 【ゲームでボールを投げる様子】 【投球を体験する様子】 
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令和 6 年度 スポーツ推進事業について 

令和 6 年度事業（計画） 区分 

 

１ 少年スポーツ賞授与事業 予算1,993千円 

  授与式  R7.2.19（水） スイトピアセンター 学習館 音楽堂 

 

 

継続 

２ 少年スポーツ活動推進事業 予算3,967千円 

⑴ 大垣市スポーツ少年団活動事業補助金 

リーダー宿泊研修 R6.7.22（月）～R6.7.24（水）大垣市野外活動センター 

⑵ 西濃スポーツ少年団交流大会事業補助金 

綱引・チャレンジ大会 R6.5.19（日）大垣市総合体育館 

 ⑶ 大垣市スポーツ少年団周年記念事業 

   記念スポーツ大会 R6.11.9（土）大垣市総合体育館 

記念式典・パーティー R6.11.23（土）クインテッサ大垣 

 

継続 

３ コミュニティスポーツ振興事業 予算10,934千円 

⑴ 地域スポーツ振興事業補助金 

①地区別コミュニティスポーツ  延24回開催を計画（7ブロック） 

②校区別ヘルシーウォーク    延264回開催を計画（22校区） 

③軽スポーツ体験イベント『みんなのスポーツ』 

・出展型（大垣公園）R6.5.19（日）、R6.10.13（日）クロリティ、ラダーゲッターほか 

・出張型（出前講座） 3回 おがっきぃ生き活き体操、ビンゴボードゲームほか 

・スポーツ交流会（上石津総合体育館）R7.2.15（土）タスポニー 

⑵ 第6回ＯＧＡＫＩスポーツフェスティバル 

R6.6.9（日）開催  総合体育館 

⑶ 第46回大垣市民総合体育大会 

R6.10.6（日）ほか  総合体育館ほか 陸上競技ほか33種目での開催を計画 

⑷ 大垣型地域スポーツクラブの活動支援（R6～R7の1年次） 

赤坂かなぶやまスポーツクラブ運営委員会 

 ⑸ スポーツ講演会 

   日程、講師、会場を調整中 

継続 

 

 

 

 

 資料 No.2  
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令和 6 年度事業（計画） 区分 

 

４ スポーツ大会等出場激励事業 予算1,800千円  

R6.6月末開催大会までの実績   

区 分 
個 人 団 体 

人数 激励金 団体数 激励金 

国際大会 3 人  90 千円 - 団体 - 千円 

全国大会 33   99   3    30    

計 36   189   3    30    

 

５ スポーツ推進委員事業 予算5,093千円 

大垣市スポーツ推進委員 63人（3人×旧市17校区＋上石津地区7人＋墨俣地区5人） 

会議・研修参加  33回開催・参加予定 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

６ スポーツ団体育成事業 予算28,706千円 

岐阜県民スポーツ大会選手強化事業補助金 

大垣ミナモソフトボールクラブ運営補助金 

岐阜県民スポーツ大会派遣事業補助金 

連合体育振興会活動事業補助金 

体育連盟加盟団体活動事業補助金 

体育連盟ジュニア強化事業補助金 

＜参考事業＞ 

大垣ミナモソフトボールクラブによる小中学校体育授業等での指導（別紙P6～7） 

 

継続 

７ 国際スポーツ交流推進事業 予算5,616千円 

⑴ 第11回韓国青少年スポーツ相互交流受入事業委託料 

  日程等調整中 

⑵ 第11回ドイツ青少年・指導者（受入）事業補助金 

  R6.5.19～R6.5.28 13人 

 

 

継続 

(派遣･受入は 

隔年) 
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令和 6 年度事業（計画） 区分 

 

８ スポーツイベント推進事業 予算2,232千円 

負担金等  2件 
大垣ミナモソフトボールクラブを育てる会 

MAG-CUP少年サッカー交流大会 

補助金   12件 

岐阜県中学校選抜軟式野球大会 

東海選抜軟式野球大会 

清流の国ぎふグリーントライアル大会 

市長杯争奪グラウンドゴルフ大会 

市民登山大会 

JABAベーブルース杯社会人野球大会 

水の都杯9人制女子バレーボール選抜優勝大会 

市長杯争奪ゲートボール選手権大会 

奥の細道シニアソフトテニス大会 

全国高校サッカー選抜大垣大会 

西濃綱引選手権大会 

JD.LEAGUE公式戦 

 

９ 部活動地域移行実証事業 予算 3,660 千円 

⑴ 中学校部活動地域移行検討委員会 2 回開催予定 

⑵ 大垣市体育連盟への業務委託（市の取組の支援） 

⑶ 部活動地域移行実証事業補助金 

 ① 地域クラブ運営補助金 

 ② 地域クラブ参加助成事業補助金 

 

10 体育施設管理事業 予算 414,734 千円 

⑴ 指定管理体育施設 

① 大垣市体育連盟委託分 北公園ほか16施設 

② 青墓町（1区）自治会委託分 野外活動センター 

⑵ 市直営体育施設 

時山健康増進施設及び墨俣庭球場 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

継続 
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令和 6 年度事業（計画） 区分 

 

11 体育施設営繕事業 予算295,200千円 

⑴ 主な整備・修繕 

工事名 工事概要 

墨俣庭球場改修工事 
既設人工芝撤去工事、改修工事、 

テニスポスト取替 

浅中公園陸上競技場 

第3種公認更新工事 

走路・助走路幅変更に伴うウレタン全面

切削・オーバーレイ、標識タイル新設等 

浅中公園陸上競技場会議室・ 

本部役員室空調機取替工事 
各室の空調機（2台）取替 

浅中公園陸上競技場 

ガラスブロック壁面補修工事 

ガラスブロック壁の撤去及びレリーフの

移設 

総合体育館受変電設備改修工事 遮断器、変圧器、コンデンサの更新 

浅中公園陸上競技場 

受変電設備改修工事 
変圧器、コンデンサの更新 

上石津総合体育館 

煙感知器取替工事 
上石津総合体育館火災通報装置の更新 

北公園野球場トイレ洋式化工事 洋便器（2個）増設 

 

⑵ 主な備品整備 

施 設 名 整 備 概 要 （ 工 事 名 ・ 購 入 備 品 名 等 ） 

北公園 コートブラシ、スプリングタイン ほか 

西公園 ソフトテニスネット、コートブラシ 

市民プール 日除けテント、プールクリーナー ほか 

三城公園プール バイオフロア、ベンチ 

浅中公園総合グラウンド 第3種公認備品(棒高跳び用マット、超音波風速計)ほか 

総合体育館 ファナシスⅡチェストプレス、卓球台 ほか 

南公園 硬式テニスネット、ピッチャープレート ほか 

武道館 バックエクステンション、相撲土俵カバー 

赤坂スポーツ公園 防風ネット、テニスウインチ 

大垣城ホール 卓球台 

上石津総合体育館 コートブラシ、ホームベンチ 
 

 

継続 
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令和 6 年度事業（計画） 区分 

 

12 体育施設長寿命化事業 予算17,400千円 

 

工事名 工事概要 

武道館吸収式冷凍機改修工事 吸収式冷凍機1台の更新 

 

13 学校体育施設開放事業 予算16,630千円 

 ⑴ 学校体育施設開放の運営管理委託 

小学校18校 グラウンド・体育館 

旧小学校3校（上石津地域）グラウンド・体育館 

義務教育学校1校 体育館 

中学校9校 グラウンド・体育館・武道場・卓球場 

高校4校（大垣北・大垣東・大垣西・大垣桜） グラウンド 

 ⑵ 大垣市立学校施設の開放に関する運営協議会 

   28協議会（小中学校・義務教育学校 28校 各校10名以内） 委員 延254名 

⑶ 学校体育施設開放に係る消耗品、備品購入 

体育館モップ・ワックス、体育館ランプ電球 

バレーボール支柱、バレーボールアンテナ、バドミントンネット、 

バレーボールネット、多目的支柱、卓球台  随時対応 

 

14 学校体育施設営繕事業 予算1,650千円 

＜学校開放備品修繕＞ 

   バレーボール用ネットワイヤー取替、バレーボール用ネット周囲ロープ取替、 

バドミントン支柱床下金具修理、グラウンド夜間照明水銀灯取替 ほか 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 
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別紙 

令和６年度 大垣ミナモソフトボールクラブによる 

ベースボール型授業への指導支援について 
 

 平成 28 年 5 月 9 日、大垣市と大垣ミナモソフトボールクラブは、大垣市内の小中学校

における体育授業等での指導支援について協定を締結した。 

令和 6 年度について、実施希望のあった 13 小中学校において実施しているところであ

る。（令和 4 年度は 17小中学校、令和 5 年度は 16 小中学校で実施） 

 

１ 体育（保健体育）授業の実施概要 

⑴ 目的 

ソフトボール捕り方や投げ方、打ち方等の指導を通して、児童生徒の球技に対する

興味・関心を高めるとともに、運動技能の向上を図る。 

⑵ 対象校 

   実施を希望する小中学校 

⑶ 対象児童生徒 

   小中学校ともに１学年のみが対象 

   小学校は第 6学年または授業実施最高学年、中学校は全学年が対象 

⑷ 日時の決定（6月下旬～2月下旬） 

   各小中学校に対して実施希望調査を実施し、大垣ミナモソフトボールクラブ事務局 

と調整の上決定し、該当校へ通知する。 

⑸ 授業会場 

   実施小中学校の体育館 

⑹ 指導支援の内容 

   「捕る」「投げる」「打つ」「走る」などの基本的な技能を習得させるとともに、体を

動かすことの楽しさや喜びを体験させる。 

 

２ 令和 6年度の計画 

  ※別紙「記者発表資料」参照 
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記 者 発 表 資 料 

令和６年６月７日 

 

所 属 大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 

担 当 スポーツ振興グループ 参事：細野雄樹 

連絡先 0584-81-4111（内線2746） 

 

大垣ミナモソフトボールクラブによるベースボール型授業への指導支援について 

 
 平成２８年５月９日、大垣市と大垣ミナモソフトボールクラブは、大垣市内の小中学校
における体育授業等での指導支援について協定を締結した。 
 今年度、市内全小中学校に対し、指導支援について希望調査を行ったところ、計１３小
中学校から希望があったため、次のとおり実施するもの。 
 
１ 実施日時等 ※詳細は「（別紙1）令和６年度 大垣ミナモ指導支援 実施日時等一覧」参照 

実施日時 学校名 学年 児童生徒数 授業時数 

（学級数） 

6月 24日 （月） 8：35～11：20 赤坂小学校 第 6学年 71 3 
7月 1日  （月） 8：40～10：15 青墓小学校 第 6学年 54 2 
7月 8日  （月） 8：30～11：15 興文小学校 第 6学年 91 3 
10月 2日 （水） 8：30～10：20 赤坂中学校 第１学年 64 2 
10月 3日 （木） 8：30～11：20 赤坂中学校 第 1学年 92 3 
10月 23日（水）  9：30～10：15 綾里小学校 第 6学年 20 1 
10月 28日（月）  8：30～11：10 小野小学校 第 6学年 87 3 
10月 29日（火） 8：30～10：05 小野小学校 第 6学年 38 2 
10月 30日（水） 8：40～10：15 墨俣小学校 第 6学年 43 2 
10月 31日（木） 8：40～12：10 中川小学校 第 6学年 135 4 
11月 6日 （水） 8：35～12：05 北小学校 第 6学年 128 4 
11月 7日 （木） 8：30～11：15 江東小学校 第 6学年 87 3 
12月 23日（月） 8：40～11：25 宇留生小学校 第 6学年 83 3 
12月 24日（火） 9：40～12：30 東小学校 第 6学年 77 3 
2月 10日 （月） 8：40～10：20 南小学校 第６学年 47 2 

 

２ 実施場所 
  各学校の体育館 
 
３ 指導支援のねらい 
  「捕る」「投げる」「打つ」「走る」などの基本的な技能を習得させるとともに、簡易

ゲームを体験させることを通して、ボール運動（ベースボール型）の楽しさを味わえる
ようにする。 

 （学習内容例） 
 ⑴ 自己紹介 
 ⑵ 基本的なボール操作 
 ⑶ 簡易ゲーム体験 
 ⑷ ミナモクラブによるデモンストレーション 

 
４ 留意事項 
  学校やミナモクラブの状況により、実施日時等が変更になる場合があります。 



大垣市第2次教育振興基本計画について

（１）スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する人づくり

基本目標 指標名 単位
基準値

（Ｈ30年度)

Ｒ4年度
※上段：目標
　下段：実績

Ｒ5年度
※上段：目標
　下段：実績

目標値
（Ｒ6年度）

補足（調査方法等）

64.0 64.5

65.0 66.4

318 319

 計 227
（個人188
団体39）

 計 336
（個人304
団体32）

（２）スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、心豊かな人づくり

基本目標 指標名 単位
基準値

（Ｈ30年度)

Ｒ4年度
※上段：目標
　下段：実績

Ｒ5年度
※上段：目標
　下段：実績

目標値
（Ｒ6年度）

補足（調査方法等）

126 168

159 213

1 1

1 1

（３）地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある人づくり

基本目標 指標名 単位
基準値

（Ｈ30年度)

Ｒ4年度
※上段：目標
　下段：実績

Ｒ5年度
※上段：目標
　下段：実績

目標値
（Ｒ6年度）

補足（調査方法等）

13,060 13,130

7,204 8,680

45.8 46.9

51.3 51.8

（４）スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツする健康な人づくり

基本目標 指標名 単位
基準値

（Ｈ30年度)

Ｒ4年度
※上段：目標
　下段：実績

Ｒ5年度
※上段：目標
　下段：実績

目標値
（Ｒ6年度）

補足（調査方法等）

5,262 5,281

3,936 4,845

1,423,470 1,429,485

1,163,377 1,297,185

大垣市激励金交付人数とする。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、各種大会が一部中止

スポーツを通した交流の場を提
供し、互いに認め合う、心豊か
な人づくりをめざします

日本スポーツ協会公認指導者新資格
の登録者数 人/年 ― 200

（公財）大垣市体育連盟より報告（事業課）
　※R2年度からの累計数

県民スポーツ大会での総合優勝の継
続 位

スポーツ活動を充実し、夢や目
標に向かって挑戦する人づくり
をめざします

小中学生スポーツ活動実施率 ％ 62.1 65.0

全国・国際大会等への出場者数
人

団体

計　315
(個人267
団体 48)

計　320
（個人270
団体50）

全小中学校にアンケート調査

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、各種コミュニティスポーツを一部中止、または、規模を縮小して実施

1 1 （公財）大垣市体育連盟より報告（事業課）

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、各種大会が一部中止

地域に根ざしたスポーツ活動を
推進し、郷土愛のある人づくり
をめざします

コミュニティスポーツ参加者数 人 12,781 13,200
地区別コミュニティスポーツ普及事業（成果）報告

書及び地区別ヘルシーウォーク推進事業（成果）報

告書

意識的に運動（週1回以上）してい
る人の割合 ％ 41.6 48.0

体育・スポーツに関する市民アンケート調査
（社会教育スポーツ課）

体連体育施設･時山・墨俣・野活・学校開放

スポーツができる環境を整備
し、生涯いきいきとスポーツす
る健康な人づくりをめざします

スポーツ教室への参加者数 人 5,186 5,300
体連・武道館トレセン
（公財）大垣市体育連盟より報告（事業課）

体育施設の利用者数（学校体育施設
を含む） 人 1,399,410 1,435,500

 

 資
料

No.
3
  



 

1 

前期計画期間（令和 2年度～6年度）の総括 

 

基本目標１ スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する人づくり 

をめざします 

 

１ これまで（前期計画期間）の取り組み 

取り組み 旧計画における該当箇所 

ＯＧＡＫＩスポーツフェスティバルや、市 

民総合体育大会など、子どもが参加できるスポ

ーツ大会・イベントを開催した。 

子どもから大人まで参加できる、地域コミュ 

ニティスポーツ活動、ヘルシーウォーク、スポ

ーツイベント等開催に対して支援を行った。 

おおがきっずスポーツスクールなど、幼児を 

含む子どもを対象にしたスポーツ教室を開催

した。 

基本施策⑴  

子どものスポーツ活動のきっかけ

づくり 

 

優秀な成績を収めた児童生徒に対する少年 

スポーツ賞の授与、スポーツ少年団の活動への

支援を行った。 

基本施策⑵ 

少年期のスポーツ活動の充実 

全国大会等に出場する選手等への激励金の 

交付、体育連盟加盟団体のジュニア選手強化に

対する支援を行った。 

基本施策⑶  

選手の育成・支援 

体育連盟加盟団体の活動に対する支援を行 

った。 

基本施策⑷  

競技団体の活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料 No.4  



 

2 

２ 課題と取り組みの方向性 

課題 
新計画における該当箇所 

取り組みの方向性 

アンケート結果から、日頃から意識的に運動

していない人が（51％）で、このうち、子ど 

もがいる人ほど運動していない（64％）ことが 

わかった。 

 小中学生のスポーツ活動実施率から、女子は

年齢が高くなるほど運動嫌いになっていくこ

とがわかった。 

幼少期から親子で体を動かすことなど、運動

が楽しいと思えるような取り組みが必要であ

る。 

おおがきっずスポーツスクールは毎回、定員

を超える応募があるため、開催回数、会場の拡

大を検討する必要がある。 

基本施策⑴  

子どものスポーツ活動のきっかけ

づくり 

幼児期から体を動かす習慣をつ

けて、将来的にも運動好きな子ども

に育つような取り組みを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3 

基本目標２ スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、心豊か 

な人づくりをめざします 

 

１ これまで（前期計画期間）の取り組み 

取り組み 旧計画における該当箇所 

体育連盟加盟団体の活動に対する支援やス

ポーツ少年団の指導者育成に対する支援を行

った。 

体育･スポーツ指導者に対する研修会や講習

会等を開催した。 

基本施策⑴  

スポーツを支える担い手づくり 

フレンドリーシティとの交流の実施・支援や

ＭＡＧ-ＣＵＰ少年サッカー交流大会への支援

を行った。 

基本施策⑵  

スポーツ交流の実施 

体育連盟加盟団体の活動に対する支援を行

った。 

基本施策⑶ 

競技団体による競技大会開催等へ

の支援 

 

 

２ 課題と取り組みの方向性 

課題 
新計画における該当箇所 

取り組みの方向性 

少子高齢化が進む中、今後スポーツ活動に積

極的に取り組む人が減少していくことが予想

される。 

人間の尊厳や人と人との絆を、スポーツを通

して正しく指導できる人材が必要である。 

基本施策⑶ 

スポーツを支える担い手づくり 

スポーツ交流等を支える指導者

の確保・育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4 

基本目標３ 地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある人づくり 

をめざします 

 

１ これまで（前期計画期間）の取り組み 

取り組み 旧計画における該当箇所 

地域ぐるみで参加できるスポーツ大会・イベ

ントを開催した。 

地域コミュニティスポーツ活動、ヘルシーウ

ォーク、スポーツイベント等開催に対する支援

や地域スポーツクラブの設立に向けた支援を

行った。 

基本施策⑴  

地域スポーツ活動への支援 

体育連盟加盟団体の活動に対する支援やス

ポーツ推進委員の活動（研究大会、研修会等参

加）に対する支援を行った。 

基本施策⑵  

関係団体との連携充実 

広報誌、ホームページを利用し、スポーツイ

ベントや 

体育施設の使用状況について、情報発信を実施

した。 

基本施策⑶  

広報活動の充実 

 

２ 課題と取り組みの方向性 

課題 
新計画における該当箇所 

取り組みの方向性 

 地域住民の主体的なスポーツ活動を支援す

る指導者が不足しているため、地域の指導力を

生かし、子どものスポーツ環境を発展させてい

くことが必要である。 

基本施策⑴  

地域スポーツ活動への支援 

地域の子どもを指導する地域指

導者の発掘・育成を進める。 

ホームページやＳＮＳなどを利用し、若い世

代にも積極的に情報の発信を行う。 

大垣ゆかりの選手の紹介や、ミナモソフトボ

ールチーム・選手を周知し、活用する場を検討

する必要がある。 

基本施策⑶  

広報活動の充実 

イベント、スポーツ教室の開催情

報だけでなく、地元企業や各学校の

選手の活躍など、スポーツ活動の新

たな情報発信について検討してい

く。 



 

5 

基本目標４ スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツする 

健康な人づくりをめざします 

 

１ これまで（前期計画期間）の取り組み 

取り組み 旧計画における該当箇所 

体を動かすことの楽しさを知る機会を提供

するスポーツ大会・イベントを開催した。 

地域コミュニティスポーツ活動、ヘルシーウ

ォーク、スポーツイベント等開催に対する支援

を行った。 

基本施策⑴  

スポーツの楽しさを知る機会の提

供 

誰もがスポーツに参加できる機会を提供す

るスポーツ大会・イベントを開催した。 

地域コミュニティスポーツ活動、ヘルシーウ

ォーク、スポーツイベント等開催に対する支援

を行った。 

基本施策⑵  

誰もがスポーツに参加できる機会

づくり 

スポーツ教室の充実を図るとともに、身近な

スポーツ活動の場としての、小中学校等の体育

館やグラウンドの開放を行った。 

基本施策⑶  

スポーツ習慣の継続と定着 

高齢者や障がいのある人が参加できるスポ

ーツ大会・イベントを開催した。 

地域コミュニティスポーツ活動、ヘルシーウ

ォーク、スポーツイベント等開催に対する支

援、スポーツ推進委員の活動に対する支援、各

種競技団体等による競技大会の開催に対する

支援を行った。 

基本施策⑷  

高齢者や障がいのある人のスポー

ツ活動の普及 

体育施設の維持管理、管理運営、営繕を行っ

た。学校体育施設の営繕を行った。 

基本施策⑸  

体育施設の整備・充実 
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２ 課題と取り組みの方向性 

課題 
新計画における該当箇所 

取り組みの方向性 

時間の制限がなく、誰もがいつでも気軽に参

加できるイベントの企画が必要である。（申し

込み登録や、活動場所、時間が制限されるなど

の参加条件が負担となる） 

 

基本施策⑵  

誰もがスポーツに参加できる機会

づくり 

誰でも気軽にスポーツに参加し

やすい機会づくりに努める。 

部活動を新たな実施主体（地域クラブ）に移

行するにあたり、指導者の確保、活動場所の環

境整備を進める必要がある。 

基本施策⑹ ※新設 

部活動の地域移行の推進 

生徒がスポーツに親しむ機会を

将来にわたって確保するため、休日

の学校部活動を地域クラブによる

活動へ移行する。 

 



 

 

大垣市第 2次教育振興基本計画 （スポーツ推進分野） 新旧対照表 

※アンダーラインは変更箇所 

改定案 現行 

第６節  スポーツ推進 

 

スポーツは体力向上や健康づくりにつながるだけでなく、人や地域の交流を促進し、  

明るく豊かで活力に満ちた社会を築くために重要な役割を果たしています。 

市民が生涯にわたってスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、好きになる「スポーツの都

市（まち）“ＯＧＡＫＩ”」の実現に向けて、スポーツを「する」「観る」「支える」ことで人

生を豊かに過ごし、いきいきと活動できるウェルビーイングの実現をめざします。 

また、スポーツが好きな子どもを育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地づくりを

進めます。 

 

１ 基本目標と基本施策 

基本目標１ 
スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する人づくりをめざし

ます 

  

スポーツを通して、自分の夢や目標をもち、それに向かって努力し挑戦することは、  

健全な身体や精神を養う上で重要な役割を果たします。 

特に、トップアスリートのパフォーマンスは、観る者に夢や感動を与える力があり、憧れ

をもった子どもは、将来自分もそんな選手になりたいと、新たな夢や目標をもつことができ

ます。 

幼少期から親子で体を動かす事業等を実施することにより、スポーツが好きな子どもを

育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地づくりを進めます。 

さらに、少年期のスポーツ活動の充実や競技団体の活動支援、国際大会や全国大会で活躍

できる選手の育成を支援することで、目標の実現に向けて挑戦できる人づくりをめざしま

す。 

基本施策 内 容 

⑴  子どものスポ

ーツ活動のきっ

かけづくり 

 

幼児を含む子どもを対象に、親子で楽しみながら積極的に身体を

動かす遊びの場として、（公財）大垣市体育連盟が実施する「おおが

きっずスポーツスクール」や「わんぱく体操」等を支援するなど、

幼少期から体を動かす事業等を実施することにより、スポーツが好

きな子どもを育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地づくり

を進めます。 

 

 

 

第６節  スポーツ推進 

 

スポーツは体力向上や健康づくりにつながるだけでなく、人や地域の交流を促進し、  

明るく豊かで活力に満ちた社会を築くために重要な役割を果たしています。 

市民が生涯にわたってスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、好きになる「スポーツの都

市（まち）“ＯＧＡＫＩ”」の実現に向けて、スポーツを「する」「みる」「ささえる」ことで

人生を豊かに過ごし、いきいきと活動できる「人づくり」をめざします。 

 

 

 

１ 基本目標と基本施策 

基本目標１ 
スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する人づくりをめざし

ます 

 

 スポーツを通して、自分の夢や目標をもち、それに向かって努力し挑戦することは、健全

な身体や精神を養う上で重要な役割を果たします。 

特に、トップアスリートのパフォーマンスは、みる者に夢や感動を与える力があり、憧れ

をもった子どもは、将来自分もそんな選手になりたいと、新たな夢や目標をもつことができ

ます。 

少年期のスポーツ活動の充実や競技団体の活動支援、国際大会や全国大会で活躍できる選

手の育成を支援することで、目標の実現に向けて挑戦できる人づくりをめざします。 

 

 

 

基本施策 内 容 

⑴ 子どものスポ

ーツ活動のきっ

かけづくり  

幼児を含む子どもを対象に、身体を動かす遊びの場として、  

（公財）大垣市体育連盟が実施する「キッズスポーツ教室」を支援

することや、保護者を巻き込んだ活動を展開することで、スポーツ

が好きな子どもを育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地 

づくりを進めます。 
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改定案 現行 

 

基本施策 内 容 

⑵ 少年期のスポ

ーツ活動の充実 

 スポーツをすることが好きな子どもの増加を図るため、少年期の

スポーツ団体の活動を広く周知するなど、スポーツ少年団をはじ

め、地域クラブや民間クラブへの加入を促進します。 

また、広報紙等を通して子どもがスポーツに取り組むことの大切

さについて地域や保護者の理解を深めるとともに、幼少期から少年

期へのスムーズな橋渡し（少年団などの紹介）やスポーツ活動の在

り方について検討します。 

 

⑶ 選手の育成・ 

支援 

 

（公財）大垣市体育連盟や競技団体等と連携し、国民スポーツ大 

会や全国・国際大会等において好成績を収める選手の育成と支援に

努めます。 

 

⑷  競技団体の 

活動支援 

 競技力の向上や競技種目の普及のため、選手の強化や各種競技 

大会への参加促進に努める競技団体の活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 内 容 

⑵ 少年期のスポ

ーツ活動の充実 

スポーツをすることが好きな子どもの増加を図るため、少年期の

スポーツ団体の活動を広く周知するなど、スポーツ少年団をはじ

め、スポーツ団体への加入を促進します。 

また、広報紙等を通して子どもがスポーツに取り組むことの大切

さについて地域や保護者の理解を深めるとともに、幼少期から少年

期までのスポーツ活動の在り方について検討します。 

 

 

⑶ 選手の育成・ 

支援 

（公財）大垣市体育連盟や競技団体等と連携し、国民体育大会や

全国・国際大会等において好成績を収める選手の育成と支援に努め

ます。 

 

⑷  競技団体の 

活動支援 

 競技力の向上や競技種目の普及のため、選手の強化や各種競技 

大会への参加促進に努める競技団体の活動を支援します。 
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改定案 現行 

 

基本目標２ 
スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、心豊かな人づく

りをめざします 

 

スポーツは個人の健康増進・生きがいづくりにとどまらず、大会参加等を通じて、多く

の人と関わることで、人とのつながりがうまれるとともに、相手を思いやる心の育成にも

つながります。このため、スポーツを通した同世代や世代を超えた人が集まり、つなが

る、ふれあいの場を幅広く提供し、スポーツの魅力を再発見できる環境を整えます。 

また、そうした交流を支えるための指導者が、多様性を理解し、一人ひとりの人格を尊

重しながらスポーツを支え指導できるように、講習会等の充実を図ります。 

 

基本施策 内 容 

⑴  スポーツ交流

の実施 

 

多様性を尊重し思いやりのある心豊かな人づくりを実現するた

めに、フレンドリーシティとのスポーツ交流や、青少年･指導者受

入・派遣事業など、スポーツ交流を実施します。 

 

 

 

⑵  競技団体によ

る競技大会開催

等への支援 

 

スポーツ参加の誘発や、スポーツの魅力の再発見を促すとともに

スポーツへの関心を高めるため、競技団体による競技大会や、県民

スポーツ大会への参加を支援します。 

⑶  スポーツを支

える担い手づく

り 

 

スポーツ交流等を支える指導者の確保・育成を図ります。 

また、幼少期からスポーツを安全に正しく楽しく指導し、スポー

ツの本質的な素晴らしさ、人間の尊厳や人との絆を伝えることがで

きる指導者の育成と確保を図るため、日本スポーツ協会公認指導者

(※)資格等の取得を促進するとともに、講習会や研修会を開催しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 
スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、心豊かな人づく

りをめざします 

 

スポーツ活動には、コミュニケーション能力や相手を思いやる気持ちなど心の成長に 

大きく寄与する力や、国や民族を越えて人とのつながりを育む力があります。 

そのためには、保護者や指導者なども多様性を理解し一人ひとりの人格を尊重しながら 

スポーツを支え指導していく必要があります。 

さらに、スポーツには「する」だけでなく「みる」「ささえる」など、様々な形態でかか

わることができます。現状よりさらに多くの人々が積極的にスポーツに参画し、様々な交

流を通してスポーツの魅力を再発見できる環境を整え、心豊かな人づくりをめざします。 

 

基本施策 内 容 

⑴ スポーツを支

える担い手づく

り 

人間の尊厳や人との絆を、スポーツを通して正しく指導できる指

導者の育成と確保を図るため、日本スポーツ協会公認指導者(※)  

資格等の取得を推進するとともに、講習会や研修会を開催します。 

また、学校と地域が協働･融合した、中学校部活動の在り方を検討

します。 

 

⑵ スポーツ交流

の実施 

見聞を深めグローバルな視点をもち、多様性を尊重し思いやりの

ある心豊かな人づくりを実現するために、フレンドリーシティとの

スポーツ交流や、青少年･指導者受入・派遣事業などを継続します。 

また、国内においても、他都市とのスポーツ交流の実施について検

討します。 

⑶ 競技団体によ

る競技大会開催

等への支援 

市民のスポーツ参加の誘発や普及･振興、スポーツの魅力の  

再発見を促すとともにスポーツへの関心を高めるため、競技団体に

よる競技大会や、県民スポーツ大会への参加を支援します。 
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改定案 現行 

 

 

スポーツには、人と人とのつながりを築き深める力があります。地域スポーツへの   

参加を促進することでコミュニティの交流を深め、地域にかかわりをもてる人づくりを  

めざします。 

また、大垣ゆかりの選手の活躍が、市民のスポーツへの関心を高め地域スポーツの活性

化に大きな影響を与えるとともに、ふるさと大垣に愛着と誇りをもてる人づくりにつなげ

ます。 

 

基本施策 内 容 

⑴  地域スポーツ

活動への支援 

 

 

子どもから高齢者まで生涯にわたってスポーツに親しむことの

できる環境の整備を図り、体育振興会等が主催する地域の大会や、

スポーツ推進委員を中心とした軽スポーツ大会やヘルシーウォー

クの開催を支援します。 

また、地域の子どもを指導する地域指導者の発掘・育成を進めま

す。 

 

⑵  関係団体との

連携充実 

 

（公財）大垣市体育連盟をはじめ、体育振興会やスポーツ少年団、

各競技団体等と更なる連携を図り、誰もがスポーツを気軽に楽しめ

る環境づくりを進めます。 

また、各団体の成果や課題を共有し、大垣のスポーツ活動がより

充実するよう、意見交流会や講演会等の開催を支援します。 

大垣ゆかりの選手や地元ミナモソフトボールクラブ選手等と児

童生徒をはじめ多くの市民が関わる機会の創出に努めます。 

 

⑶ 広報活動の充実 

 

大垣のスポーツ活動を応援する気持ちが高まるよう、地元企業や

各学校の選手の活躍などについて、ホームページやＳＮＳ等を活用

した情報発信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ 
地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある人づくりをめざし

ます 

 

基本目標３ 
地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある人づくりをめざし

ます 

 

スポーツには、人と人とのつながりを築き深める力があります。地域スポーツへの   

参加を促進することでコミュニティの交流を深め、地域にかかわりをもてる人づくりを  

めざします。 

また、大垣ゆかりの選手の活躍が、市民のスポーツへの関心を高め地域スポーツの活性化

に大きな影響を与えるとともに、ふるさと大垣に愛着と誇りをもてる人づくりにつなげま

す。 

 

基本施策 内 容 

⑴ 地域スポーツ

活動への支援 

子どもから高齢者まで生涯にわたってスポーツに親しむことの

できる環境の整備を図り、体育振興会等が主催する地域の大会や、

スポーツ推進委員を中心とした軽スポーツ大会やヘルシーウォー

クの開催を支援します。 

 

 

 

⑵ 関係団体との

連携充実 

（公財）大垣市体育連盟をはじめ、体育振興会やスポーツ少年団、

各競技団体等と更なる連携を図り、誰もがスポーツを気軽に楽しめ

る環境づくりを進めます。 

また、各団体の成果や課題を共有し、大垣のスポーツ活動がより

充実するよう、意見交流会や講演会等の開催を支援します。 

 

 

 

⑶  広報活動の 

充実 

大垣のスポーツ活動を応援する気持ちが高まるよう、地元企業や

各学校の選手の活躍など、情報発信に努めます。 
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改定案 現行 

 

基本目標４ 
スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツする健康な人

づくりをめざします 

 

多様なスタイルでスポーツを楽しむことは、生涯にわたる生きがいづくりや、健康で活

力に満ちた長寿社会につながります。 

暮らしの中で誰もが自分自身の体力や健康に興味・関心を持ち、身近にスポーツに親し

む機会を提供し、市民の健康づくりや生きがいづくりにつなげます。 

また、誰もが気軽に、安全で安心して、スポーツを楽しむことができる快適なスポーツ

施設の整備と利便性の向上に取り組みます。 

 

基本施策 内 容 

⑴  スポーツの 

楽しさを知る 

機会の提供 

 

体を動かすことの楽しさを知ってもらうとともに、スポーツ  

観戦や選手とのふれあいにより、スポーツの魅力を実感できる  

よう、スポーツ推進委員協議会による軽スポーツ体験イベントや、

トップアスリートによる子どもへの支援を実施します。 

 

⑵  誰もがスポー

ツに参加できる

機会づくり 

 

市民総合体育大会や市独自のスポーツイベントの充実を図り、誰

でも気軽にスポーツに参加しやすい機会づくりに努めます。 

⑶ スポーツ習慣

の継続と定着 

（公財）大垣市体育連盟が実施するスポーツ教室を中心に、  

ニーズにあった各種スポーツ教室の充実を図るとともに、継続的な

スポーツの実施により、市民の健康づくりを推進します。 

 

⑷ 高齢者や障が

い の あ る 人 の 

スポーツ活動の

普及 

スポーツ推進委員協議会やレクリエーション協会と連携し、  

年齢、性別、障がいの有無などにかかわらず、誰もが気軽に楽しみ  

ながら行うことのできるレクリエーションスポーツを普及します。 

⑸  体育施設の 

整備・充実 

市民が安全で安心してスポーツに取り組めるよう、体育施設の 

整備や競技備品の充実に努めます。 

また、市民の運動ニーズが多様化する中、既存の施設の在り方を

踏まえた総合的な視点から、体育施設の整備・充実を図るとともに、

より効果的な運用について検討します。 

⑹ 部活動の地域

移行の推進 

 

 生徒がスポーツに親しむ機会を将来にわたって確保するため、休

日の学校部活動を地域クラブによる活動へ移行します。 

 

 

基本目標４ 
スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツする健康な人

づくりをめざします 

 

スポーツは私たち人類が生み出した貴重な文化であり、人々が運動の喜びを分かち合

い、感動を共有し、絆を深める力があります。 

暮らしの中で誰もが身近にスポーツに親しめる機会を提供し、市民の健康づくりや生き

がいづくりにつなげます。 

また、市民が気軽に、安全で安心して、スポーツを楽しむことができる快適なスポーツ

施設の整備と利便性の向上に取り組みます。 

 

基本施策 内 容 

⑴  スポーツの 

楽 し さ を 知 る 

機会の提供 

体を動かすことの楽しさを知ってもらうとともに、スポーツ  

観戦や選手とのふれあいにより、スポーツの魅力を実感できる  

よう、スポーツ推進委員協議会による軽スポーツ体験イベントや、

トップアスリートによる子どもへの支援を実施します。 

 

⑵ 誰もがスポー

ツに参加できる

機会づくり 

市民総合体育大会や市独自のスポーツイベントを充実させ、  

スポーツに参加する機会づくりを推進します。 

 

 

⑶ スポーツ習慣

の継続と定着 

（公財）大垣市体育連盟が実施するスポーツ教室を中心に、  

ニーズにあった各種スポーツ教室を充実させ、継続的なスポーツの

実施により、市民の健康づくりを推進します。 

 

⑷ 高齢者や障が

い の あ る 人 の 

スポーツ活動の

普及 

スポーツ推進委員協議会やレクリエーション協会と連携し、  

年齢、性別、障がいの有無などにかかわらず、誰もが気軽に楽しみ  

ながら行うことのできるレクリエーションスポーツを普及します。 

⑸  体育施設の 

整備・充実 

市民が安全で安心してスポーツに取り組めるよう、体育施設の 

整備や競技備品の充実に努めます。 

また、市民の高まる運動ニーズに応えられるよう、既存の施設の

在り方を踏まえた総合的な視点から、新たなスポーツ施設の建設に

ついて検討します。 
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12 

大 垣 市 第 ２ 次 教 育 振 興 基 本 計 画 

分野別振興計画（スポーツ推進分野）後期計画（案） 

第６節  スポーツ推進（改定後） 

スポーツは体力向上や健康づくりにつながるだけでなく、人や地域の交流を促進し、  

明るく豊かで活力に満ちた社会を築くために重要な役割を果たしています。 

市民が生涯にわたってスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、好きになる「スポーツの

都市（まち）“ＯＧＡＫＩ”」の実現に向けて、スポーツを「する」「観る」「支える」

ことで人生を豊かに過ごし、いきいきと活動できるウェルビーイングの実現をめざします。 

また、スポーツが好きな子どもを育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地づくり

を進めます。 

 

１ 基本目標と基本施策 

 

基本目標１ 
スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する   

人づくりをめざします 

 

 スポーツを通して、自分の夢や目標をもち、それに向かって努力し挑戦することは、  

健全な身体や精神を養う上で重要な役割を果たします。 

特に、トップアスリートのパフォーマンスは、観る者に夢や感動を与える力があり、  

憧れをもった子どもは、将来自分もそんな選手になりたいと、新たな夢や目標をもつこと

ができます。 

幼少期から親子で体を動かす事業等を実施することにより、スポーツが好きな子どもを

育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地づくりを進めます。 

さらに、少年期のスポーツ活動の充実や競技団体の活動支援、国際大会や全国大会で活

躍できる選手の育成を支援することで、目標の実現に向けて挑戦できる人づくりをめざし

ます。 
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基本施策 

基本施策 内 容 

⑴ 子どものスポ

ーツ活動のきっ

かけづくり 

幼児を含む子どもを対象に、親子で楽しみながら積極的に身体

を動かす遊びの場として、（公財）大垣市体育連盟が実施する「お

おがきっずスポーツスクール」や「わんぱく体操」等を支援するな

ど、幼少期から体を動かす事業等を実施することにより、スポーツ

が好きな子どもを育成し、生涯にわたってスポーツに親しむ素地

づくりを進めます。 

⑵ 少年期のスポ

ーツ活動の充実 

 スポーツをすることが好きな子どもの増加を図るため、少年期

のスポーツ団体の活動を広く周知するなど、スポーツ少年団をは

じめ、地域クラブや民間クラブ(※)への加入を促進します。 

また、広報紙等を通して子どもがスポーツに取り組むことの大

切さについて地域や保護者の理解を深めるとともに、幼少期から

少年期へのスムーズな橋渡し（少年団などの紹介）やスポーツ活動

の在り方について検討します。 

⑶ 選手の育成・ 

支援 

（公財）大垣市体育連盟や競技団体等と連携し、国民スポーツ大

会や全国・国際大会等において好成績を収める選手の育成と支援

に努めます。 

⑷  競技団体の 

活動支援 

 競技力の向上や競技種目の普及のため、選手の強化や各種競技 

大会への参加促進に努める競技団体の活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域クラブ：少年団や競技団体等、中学校の部活動を地域移行した後の活動を担うクラブ 

民間クラブ：民間により設立されているスポーツクラブ 
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基本目標２ 
スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、   

心豊かな人づくりをめざします 

  

 スポーツは個人の健康増進・生きがいづくりにとどまらず、大会参加等を通じて、多く

の人と関わることで、人とのつながりがうまれるとともに、相手を思いやる心の育成にも

つながります。このため、スポーツを通した同世代や世代を超えた人が集まり、つながる、

ふれあいの場を幅広く提供し、スポーツの魅力を再発見できる環境を整えます。 

また、そうした交流を支えるための指導者が、多様性を理解し、一人ひとりの人格を尊

重しながらスポーツを支え指導できるように、講習会等の充実を図ります。 

 

基本施策 

基本施策 内 容 

⑴ スポーツ交流

の実施 

多様性を尊重し思いやりのある心豊かな人づくりを実現するた

めに、フレンドリーシティとのスポーツ交流や、青少年･指導者受

入・派遣事業など、スポーツ交流を実施します。 

⑵ 競技団体によ

る競技大会開催

等への支援 

スポーツ参加の誘発や、スポーツの魅力の再発見を促すととも

にスポーツへの関心を高めるため、競技団体による競技大会や、県

民スポーツ大会への参加を支援します。 

⑶  スポーツを 

支える担い手 

づくり 

スポーツ交流等を支える指導者の確保・育成を図ります。 

また、幼少期からスポーツを安全に正しく楽しく指導し、スポー

ツの本質的な素晴らしさ、人間の尊厳や人との絆を伝えることが

できる指導者の育成と確保を図るため、日本スポーツ協会公認指

導者(※)資格等の取得を促進するとともに、講習会や研修会を開催

します。 

 

 

 

  

日本スポーツ協会公認指導者：日本スポーツ協会が主催する養成講習の全課程を修了し、検定試験に合格した

者。スポーツ少年団一単位団体に 2名以上の公認指導者が必要。 
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基本目標３ 
地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある   

人づくりをめざします 

  

スポーツには、人と人とのつながりを築き深める力があります。地域スポーツへの   

参加を促進することでコミュニティの交流を深め、地域にかかわりをもてる人づくりを  

めざします。 

また、大垣ゆかりの選手の活躍が、市民のスポーツへの関心を高め地域スポーツの   

活性化に大きな影響を与えるとともに、ふるさと大垣に愛着と誇りをもてる人づくりに 

つなげます。 

 

基本施策 

基本施策 内 容 

⑴ 地域スポーツ

活動への支援 

子どもから高齢者まで生涯にわたってスポーツに親しむことの

できる環境の整備を図り、体育振興会等が主催する地域の大会や、

スポーツ推進委員を中心とした軽スポーツ大会やヘルシーウォー

クの開催を支援します。 

また、地域の子どもを指導する地域指導者の発掘・育成を進めま

す。 

⑵ 関係団体との

連携充実 

（公財）大垣市体育連盟をはじめ、体育振興会やスポーツ少年

団、各競技団体等と更なる連携を図り、誰もがスポーツを気軽に楽

しめる環境づくりを進めます。 

また、各団体の成果や課題を共有し、大垣のスポーツ活動がより

充実するよう、意見交流会や講演会等の開催を支援します。 

大垣ゆかりの選手や地元ミナモソフトボールクラブ選手等と児

童生徒をはじめ多くの市民が関わる機会の創出に努めます。 

⑶  広報活動の 

充実 

大垣のスポーツ活動を応援する気持ちが高まるよう、地元企業

や各学校の選手の活躍などについて、ホームページやＳＮＳ等を

活用した情報発信を行います。 
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基本目標４ 
スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツ 

する健康な人づくりをめざします 

  

多様なスタイルでスポーツを楽しむことは、生涯にわたる生きがいづくりや、健康で活

力に満ちた長寿社会につながります。 

暮らしの中で誰もが自分自身の体力や健康に興味・関心を持ち、身近にスポーツに親し

む機会を提供し、市民の健康づくりや生きがいづくりにつなげます。 

また、誰もが気軽に、安全で安心して、スポーツを楽しむことができる快適なスポーツ

施設の整備と利便性の向上に取り組みます。 

 

基本施策 

基本施策 内 容 

⑴  スポーツの 

楽しさを知る 

機会の提供 

体を動かすことの楽しさを知ってもらうとともに、スポーツ  

観戦や選手とのふれあいにより、スポーツの魅力を実感できる  

よう、スポーツ推進委員協議会による軽スポーツ体験イベントや、

トップアスリートによる子どもへの支援を実施します。 

⑵ 誰もがスポー

ツに参加できる

機会づくり 

市民総合体育大会や市独自のスポーツイベントの充実を図り、

誰でも気軽にスポーツに参加しやすい機会づくりに努めます。 

⑶ スポーツ習慣

の継続と定着 

（公財）大垣市体育連盟が実施するスポーツ教室を中心に、  

ニーズにあった各種スポーツ教室の充実を図るとともに、継続的

なスポーツの実施により、市民の健康づくりを推進します。 

⑷ 高齢者や障が

いのある人の 

スポーツ活動の

普及 

スポーツ推進委員協議会やレクリエーション協会と連携し、  

年齢、性別、障がいの有無などにかかわらず、誰もが気軽に楽しみ  

ながら行うことのできるレクリエーションスポーツを普及し  

ます。 

⑸  体育施設の 

整備・充実 

市民が安全で安心してスポーツに取り組めるよう、体育施設の 

整備や競技備品の充実に努めます。 

また、市民の運動ニーズが多様化する中、既存の施設の在り方を

踏まえた総合的な視点から、体育施設の整備・充実を図るととも

に、より効果的な運用について検討します。 

⑹ 部活動の地域

移行の推進 

生徒がスポーツに親しむ機会を将来にわたって確保するため、

休日の学校部活動を地域クラブによる活動へ移行します。 

 



スポーツ分野における主な意見と対応案 

 

「資料 No.3」 

改定案の項目 

（該当ページ・行） 

主な意見 対応方針 対応方針（案） 

P2 

基本施策⑴ 子ども

のスポーツ活動のき

っかけづくり 

1行目 

「親子で身体を動かす遊びの場」 

 → 「子どもたちが楽しみながら積極的に

身体を動かせる場」 

ご意見を 

踏まえ修正 

「親子で楽しみながら積極的に身体を動かす遊

びの場として、」 

P3 

基本施策⑶ スポー

ツを支える担い手づ

くり 2行目 

「また、人間の尊厳や人との絆を、スポーツを

通して正しく指導できる指導者」 

→ 「また、競技（勝利）至上主義ではなく、

幼年期に人間の尊厳や人との絆をスポーツを

通してスポーツの持つ楽しさを指導できる指

導者」 

※特に幼児期における遊び（スポーツ）の構成

要因である仲間たち、相手、ルール、ジャッジ

メントの大切さを指導できる指導員の養成、

確保が必要である。 

ご意見を 

踏まえ修正 

「また、幼少期からスポーツを安全に正しく楽

しく指導し、スポーツの本質的な素晴らしさ、人

間の尊厳や人との絆を伝えることができる指導

者の育成と確保を図るため、」 

P5 

基本施策⑸ 

体育施設の整備・充実 

3行目 

スポーツの多様化に伴う体育施設の整備・

充実は今後どのようにするのか。 

（例えば、ブレイキングダンス、クライミング

等） 

ご意見を 

踏まえ修正 

「また、市民の高まる運動ニーズに応えられる

よう、既存の施設の在り方を踏まえた総合的な

視点から、」 

→ 「また、市民の運動ニーズが多様化する

中、既存の施設の在り方を踏まえた総合的な視

点から、」 

 

1
7
 



 

1
8
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指標と目標 算出根拠（スポーツ推進分野） 

 

基本目標１ 
スポーツ活動を充実し、夢や目標に向かって挑戦する   

人づくりをめざします 

 

１ 指標と目標  

指標 年度 R5 R7 R8 R9 R10 R11 

1 小中学生スポーツ活動実施率（％） 目標 基準 67.2 68.0 68.8 69.6 70.4 

実績 66.4      

2 全国・国際大会等への出場者数（件） 目標 基準 340 344 348 352 356 

実績 336      

 

２ 指標の設定理由 

 スポーツ活動を充実させるためには、少年期から楽しく運動する子どもを増やしつつ、

その中から夢や目標に向かって挑戦する競技者も育成していくため、小中学生のスポー

ツ活動実施率と、全国大会等への出場者数を指標とした。 

 

３ 目標値の算出根拠 

〈1〉 小中学生スポーツ活動実施率（％） R11 70.4％へ 

 H27 からの統計をみても、小学生女子の実施率は低いが、男子は小中学生通して実施

率は微増である。全体の伸び率が年平均 0.8％であり、R5 を基準値として、年平均 0.8％

ずつ上げていくことを目標に設定した。 

（過去の実績） 

指  標 年度 H30 R2 R3 R4 R5 

小中学生スポーツ活動実施率（％） 実績 62.1 63.8 64.3 65.0 66.4 

  年平均実施率の伸び：0.8％ 
 

〈2〉 全国・国際大会等への出場者数（件）  R11 356件へ 

  全国大会が通常通りの開催となり、これまで実績のある競技団体の全国出場は見込め

る。大会が通常開催となった R5 を基準とし、全国出場種目の多様化（武術やボクシン

グ）、民間クラブに所属する小中高生が全国大会出場を果たすケースが増えている事か

ら算出した。 

（過去の実績） 

指  標 年度 H30 R2 R3 R4 R5 

全国・国際大会等への出場者数（件） 実績 315 33 156 227 336 

 H27：305 件 R5：336件 増加率年平均約 3.8件 4件ずつの増加を見込む 
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基本目標２ 
スポーツを通した交流の場を提供し、互いに認め合う、   

心豊かな人づくりをめざします 

 

 １ 指標と目標  

指標 年度 R5 R7 R8 R9 R10 R11 

1 日本スポーツ協会公認指導者新資格

の登録者数（人） 

※目標値及び実績値は、毎年度の累計値です。 

目標 基準 232 254 267 287 307 

実績 213      

2 県民スポーツ大会実施種目数に対する

大垣市選手が出場する種目数の割合（％） 
目標 基準 86％ 86％ 86％ 86％ 86％ 

実績 86％      

 

２ 指標の設定理由 

スポーツ交流を通して、互いに認め合う心豊かな人づくりを進めるためには、スポー

ツの良さを正しく指導できる指導者が不可欠である。日本スポーツ協会公認指導者とし

て登録者数を指標とする。また、県民スポーツ大会を大きな交流の場として定め、本大

会に出場した種目数（競技団体）の割合を指標とする。 

 

３ 目標値の算出根拠 

〈1〉 日本スポーツ協会公認指導者新資格の登録者数   R11 307人へ   

毎年新規取得者 40人を見込み、4年ごとの更新時に取得者の半数が資格更新したと仮

定して算出した。 

（過去の実績） 

指  標 年度 H30 R2 R3 R4 R5 

日本スポーツ協会公認指導者新資格

の登録者数（人） 
実績 - 74 122 159 213 

 新規取得者平均：40 人 資格更新率：県、国では把握していないが半数とみる 

 

〈2〉県民スポーツ大会への参加種目数の割合   R11 86％以上 

  全 43 種目のうち、過去 4大会は 80％以上の種目（競技団体）が県民スポーツ大会に

参加している。R5を基準とし、毎年 86％以上の参加を目標に設定した。 

（過去の実績） 

指  標 年度 R1 R2 R3 R4 R5 

県民スポーツ大会への参加種目

数の割合（％） 
実績 82％ 90％ — 85％ 86％ 

 80％以上の団体が参加すれば優勝の可能性が高い 



21 

基本目標３ 
地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土愛のある   

人づくりをめざします 

 

 １ 指標と目標  

 

２ 指標の設定理由 

 コロナ禍により、地域に根差していたコミュニティスポーツでのつながりが薄れたこ

とにより、地域のスポーツ活動を再開させることを目標とする。 

地域に定着しているヘルシーウォークの実施率と、競技性のある大垣市民総合体育大

会に各校区から参加した人数と分けて指標とした。 

 

３ 目標値の算出根拠 

〈1〉 ヘルシーウォーク実施率（％）   R11 74.5％へ   

本来は 22 校区が毎月第 2 日曜に実施することになっている。22 校区×12 回＝264 回

は開催される予定である。R5 の 67％（177回開催）を基準値とし、各校区で開催回数を

増やし、R11までに 74.5％以上の開催を目標とした。 

（過去の実績） 

指  標 年度 R1 R2 R3 R4 R5 

1 ヘルシーウォーク実施率（％） 実績 64％ 28％ 44％ 54％ 67％ 

        参加者数（人） 実績 5,083 1,852 2,615 5,102 5,571 

  年開催回数 0～2の地区（9地区）が 2年で 1 回開催増を目指し、1.5％ずつ増加 

 

〈2〉 大垣市民総合体育大会の参加人数   R11 15,000人 へ   

  大垣市民総合体育大会全 34 競技（校区対抗・フリーエントリー）の合計参加者数を

指標とし、R5を基準値とする。人口補正から算出する令和 11年度の体育施設利用者数

は、15,000 人（R5）×0.98＝14,700人であるが、目標は現状維持とする。 

（過去の実績） 

指  標 年度 R1 R2 R3 R4 R5 

大垣市民総合体育大会の参加人数(人) 実績 15,000 5,000 1,700 12,000 15,000 

指標 年度 R5 R7 R8 R9 R10 R11 

1  ヘルシーウォーク実施率

（％） 

目標 基準 68.5 70.0 71.5 73.0 74.5 

実績 67      

2 大垣市民総合体育大会に

参加した人数（人） 

目標 基準 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 

実績 15,000      
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基本目標４ 
スポーツができる環境を整備し、生涯いきいきとスポーツ 

する健康な人づくりをめざします 

  

 １ 指標と目標  

指標 年度 R5 R7 R8 R9 R10 R11 

１ 親子スポーツ教室・

きっずスポーツ教室

等の満足度（％） 

目標 基準 80 80 80 80 80 

実績 未      

2 体育施設の利用者数

（人） 
目標 基準 1,297,200 1,297,200   1,297,200 1,297,200 1,297,200 

実績 1,297,185      

 

２ 指標の設定理由 

幼少期から親子でスポーツを楽しめることができれば、親子とも生涯スポーツにつな

がることから、親子教室、キッズ教室の満足度を指標とした。また、スポーツができる

17 の体育施設と 28 の学校施設の利用者数を指標とする。目標値は人口減少に伴い減少

するが、利用が多ければ満足して使用していると判断する。 

 

３ 目標値の算出根拠 

〈1〉 親子スポーツ教室・きっずスポーツ教室の満足度（％）  R11 80％以上 へ   

 大垣市体育連盟主催の親子スポーツ教室（わんぱく体操・お父さんと一緒・おおがキ

ッズスポーツスクール・垣っ子ひろば）に参加した保護者、こどもにアンケートを実施

する。令和 6年度 9月の満足度を指標とし、毎年 80％以上の満足度を目指す。 

→基準値は令和 6 年 9月にアンケートを実施して算出。 

            

〈2〉 スポーツ施設利用者数（人）   R11 1,297,200 人へ   

  体育施設、学校開放体育施設等の年間延べ利用者数の R5 を基準値とする。人口補正

から算出する令和 11年度の体育施設利用者数は、1,297,185人（R5）×0.98＝1,271,241

人であるが、目標は現状維持とする。 

 体育施設（17施設）＋野外活動センター＋墨俣庭球場＋時山健康増進施設＋学校開放体育施設 

（過去の実績） 

 H30 R2 R3 R4 R5 

使用人数 1,399,410 683,500 832,208 1,163,377 1,297,185 
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大垣市中学校部活動地域移行について 

 

１ 令和 5年度の地域移行の取組 

・学校、競技団体、少年団、クラブを対象に、アンケート調査を実施 

・部活動外部指導者、競技団体、少年団、クラブの指導者を対象に、地域移行の在り方につ

いて意見交換するワークショップを開催 

・部活動地域移行検討委員会を年 3回実施（10月、11月、1月） 

・スポーツ推進審議会を年 3回実施（8月、10月、1月） 

・学校説明会を年 2回実施（11月、2月） 

・競技団体や少年団、クラブを対象に、部活動地域移行基本構想（案）説明会を開催 

・学校や競技団体、少年団、クラブを対象に、新たな地域クラブ活動の実施意向調査を実施 

・新たな地域クラブ活動実施検討会・実証事業説明会を開催（令和 6年 4月実施に向け） 

・大垣市部活動地域移行基本構想の策定 

・新たな地域クラブ活動実証事業ガイドラインの策定 

 

２ 実証事業の取組 

・部活動顧問や外部指導者、競技団体、少年団の代表者が参加する「検討チーム」を競技ご

とに開催し、今後の地域移行の在り方を検討 

  1回目  5月  8日～ 6月 17日 14競技 

  2回目  6月 26日～ 7月 18日 12競技 

  3回目 11月 21日～12月 23日 11競技 （予定） 

・少年団、クラブを対象に、新たな地域クラブ活動の実施意向調査を実施 

・保護者を対象に、地域移行に関するアンケート調査を実施 

・教職員を対象に、地域クラブでの指導者の募集を実施 

・新たな地域クラブ活動実施検討会・実証事業説明会を開催（令和 6年 9月実施に向け） 

 

３ 実証事業の参加団体 

⑴ 令和 6年 4月からの実施団体 

NO. 学校 部活動  NO. 実施希望団体 受け皿 

1 星和中 サッカー ⇒ 1 星和ＦＣ 中川少 

2 星和中 剣道 ⇒ 2 星桜会（星和剣道クラブ） 部活動外部指導者が設立 

3 星和中 なぎなた ⇒ 3 尚武会なぎなたクラブ 競技団体 

⑵ 令和 6年 9月からの実施団体（予定） 

NO. 学校 部活動  NO. 実施希望団体 受け皿 

1 東中 サッカー ⇒ 1 東サッカー少年団 少年団 

2 興文中、南中、西中、※東中 軟式野球 ⇒ 2 （仮）中央クラブ 興文少、西少、南少、安井少 

3 ※東中、※星和中 軟式野球 ⇒ 3 （仮）東部クラブ 東少、江東少、川並少、小野少 

4 北中、※星和中 軟式野球 ⇒ 4 （仮）北部クラブ 北少、中川少 

5 西部中 バレーボール ⇒ 5 西濃バレーボール教室 バレーボール協会 

6 興文中、北中 ハンドボール ⇒ 6 北中・興文中合同クラブ 部活動外部指導者が設立 

7 西中、江並中 ハンドボール ⇒ 7 西中・江並中合同クラブ 部活動外部指導者が設立 

 

 資料 No.5  
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記 者 発 表 資 料 

令和６年８月２６日 

 

所 属 大垣市教育委員会 社会教育スポーツ課 

担 当 課長：林  参事：水野  主幹：洞口 

連絡先 0584-81-4111（内線2750） 

 
 

部活動地域移行に伴う指導者登録について 
 
 １ 趣旨 
   中学校の部活動を新たな実施主体（地域クラブ）に移行するにあたり、指導者を確

保することが課題となっております。そのため、地域クラブでの指導を希望する地域
の方に、指導者として登録いただき、希望する団体に対し指導者を紹介するもので
す。 

 
２ 指導者の要件 

   中核となる指導者を希望する場合、指導者として資格を有していること 
   （（公財）日本スポーツ協会や競技団体の資格、地域クラブ活動指導者育成研修受講

済など） 
 
 ３ 登録方法等 

⑴ 登録方法 
    市ＨＰ「電子申請サービス」から登録 
   ※登録者が必ず採用されるわけではありません。 
   ※登録指導者の個人情報を指導者の紹介以外の 

目的のために使用しません。 
  ⑵ 登録開始時期 
    令和6年9月1日（日） 
  ⑶ 登録から指導までの流れ 

① 市担当者と面談 
     大垣市教育委員会社会教育スポーツ課、学校教育課の担当者と面談 
   ② 実施主体と面談 
     指導者を希望する団体代表者と面談 
   ③ 指導 
     地域クラブ活動の開始時期より指導（新年度開始時期の令和7年4月、または、

新チーム開始時期の令和7年9月） 
 
 ４ 対象競技・種目 
   【体育系】14競技 
   ・軟式野球、サッカー、バスケットボール、バレーボール、バドミントン、ソフト

テニス、ハンドボール、卓球、剣道、陸上競技、なぎなた、柔道、体操競技、ソ
フトボール 

   【文化系】2種目 
・吹奏楽、合唱 

  
５ 指導時間等 
⑴ 指導時間 

    原則、土曜日、日曜日のいずれかの３時間を上限 
⑵ 指導内容 

    活動の技術指導や練習方法の助言・アドバイス 
⑶ 指導者謝金 

    実施主体（地域クラブ）が規定する金額 
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○大垣市スポーツ推進審議会設置条例 

平成8年12月26日 

条例第24号 

改正 平成12年3月28日条例第16号 

〔この条例で題名改正〕 

平成17年12月15日条例第103号 

平成23年12月16日条例第29号 

〔この条例で題名改正〕 

（設置） 

第1条 スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、スポーツ基本法（平成

23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定に基づき、大垣市スポーツ推進審

議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第2条 審議会は、法第35条に規定するもののほか、法第10条第1項に規定する地方スポー

ツ推進計画その他のスポーツの推進に関する重要事項を調査審議する。 

（組織） 

第3条 審議会の委員は、12人以内とし、教育委員会が委嘱する。 

（任期） 

第4条 委員の任期は、2年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第5条 審議会に会長及び副会長を1人ずつ置く。 

2 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

3 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第6条 審議会の会議は、会長が招集する。 

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

3 議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

（庶務） 

第7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

（委任） 

第8条 この条例に定めるもののほか審議会の運営に関し必要な事項は、教育委員会が定め
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る。 

附 則 

（施行期日） 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

2 この条例施行後最初に開会される審議会は、教育委員会が招集する。 

（大垣市各種委員等報酬及び費用弁償支給条例の一部改正） 

3 大垣市各種委員等報酬及び費用弁償支給条例（昭和31年条例第9号）の一部を次のよう

に改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成12年3月28日条例第16号） 

この条例は、平成12年4月1日から施行する。 

附 則（平成17年12月15日条例第103号） 

この条例は、平成18年3月27日から施行する。 

附 則（平成23年12月16日条例第29号） 

（施行期日） 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

2 この条例の施行の際現に改正前の大垣市スポーツ振興審議会設置条例に基づく大垣市

スポーツ振興審議会の委員（以下「旧委員」という。）であった者は、改正後の大垣市

スポーツ推進審議会設置条例に基づく大垣市スポーツ推進審議会の委員（以下「新委員」

という。）とみなす。この場合において、旧委員と新委員の任期は、通算するものとす

る。 

（大垣市各種委員等報酬及び費用弁償支給条例の一部改正） 

3 大垣市各種委員等報酬及び費用弁償支給条例（昭和31年条例第9号）の一部を次のよう

に改正する。 

〔次のよう〕略 

 


